
 
原 稿 募 集  

一般社団法人 軽金属溶接協会では，機関誌「軽金属溶接」の内容の充実を図るべく，会員皆さまからの積極的な投稿を 
お待ちしております． 
内容は，「論文」，「解説」，「技術報告」，「報告」，「随想」や各種「紹介記事」など多岐に渡りお受けできますのでお気楽 

にご相談下さい．当会から投稿のご依頼とともに執筆要綱をお送りいたします． 

原稿の送付およびお問い合わせ先は下記へお願いいたします． 

一般社団法人 軽金属溶接協会 

〒101-0025  東京都千代田区神田佐久間町 4 丁目 20 番地  溶接会館 6F 

電話 03(3863)5545  FAX  03(3864)8707 

E-mail jlwa＠nifty.com 

また，「論文」を対象として，独立行政法人科学技術振興機構（JST）の J-STAGE で電子版を 2012 年春から公開してい
ます（https://www.jstage.jst.go.jp/browse/jlwa）ので，ご活用下さい．当会ホームページからもリンクでアクセスできます． 
なお，順次逆のぼっての電子化も推進中です． 

軽金属溶接協会誌「軽金属溶接」投稿ご案内 

本誌への投稿要領は次のとおりです．ふるってご投稿下 含む）及び和文本文からなる． 
さい． c )   研 究 室紹介，施設紹 介：刷上り 4 ペー ジ以下と  

1.  投稿資格 し，和英両文の題目・著者名（所属名を含む）及び 
a)  団体会員の事業所に所属する者 和文本文からなる． 

b)   個人会員 d)   その他（随想，製品紹介など)：刷上り4 ペー ジ以下  
ただし，連名者は上記 a), b）以外の者でも差し支え とし，和文の題目・著者名（所属名を含む）及び和文 

ない．また，編集委員会から依頼した場合（展望，解 本文からなる． 
説，講座，随想，紀行など）は，この限りではない． 4.  原稿執筆要領 

2.  原稿の種類 当会から送付された執筆要綱に従い原稿を作成する． 
a)  論  文：軽金属並びに軽量構造材料の溶接及び構 5.  原稿の採否 
造（物）に関する研究，実験結果で，独創性，創造 論文については査読委員により査読され，その答申に基 
性に富むものとし，かつ学術的に価値のある事実や づいて編集委員会で採否を決定する． 
結論を含むもの．研究報告会等で発表したものは， 6.  別刷 
その報告学会名等（当会には拘らない）と年月日を 別刷（有料）を希望する場合は原稿提出時又は著者校正 
記すること． 時に申し出る．印刷後の別刷はできない． 
論文は，英文でも投稿できる． 論文については著者に別刷 50 部を贈呈する．50 部を超 

b)   解説，技術報告，報告など技術資料：軽金属の溶 える分については有償とする． 
接及び構造（物）に関する新しい技術や経験をまと 7.  原稿提出先 
めたもの． 〒101-0025  東京都千代田区神田佐久間町 4-20 

c )   研 究 室紹介，施設紹介：軽金属の溶接及び構造 溶接会館 6 階 
（物）に関する研究や試験，または教育を行っている 一般社団法人  軽金属溶接協会  編集委員会 
機関，団体の紹介記事であり，組織，構成，施設及 TEL：03-3863-5545   FAX：03-3864-8707 

び活動内容などをまとめたもの． E-mail：jlwa＠nifty.com 

d)   その他：軽金属の溶接及び構造（物）に関する随 軽金属溶接別刷り価格表（消費税込） （円） 
想，製品紹介など． 

部数 3.  原稿の構成と長さ 50 100 150 200 250 300 ページ 
a)  論  文：刷上り 8 ページ以下とし，和英両文の題 

4 以内 2,910   4,230   4,520   4,790   5,010   5,280  目・著者名（所属名を含む），200 語以内の英文概要 
5 ～ 6 3,740   5,670   6,050   6,490   6,930   7,310  及び和文本文からなる． 
7 ～ 8 4,290   6,330   6,820   7,260   7,700   8,140

b)   解説，技術報告，報告など技術資料：刷上り 8 ペ 
ージ以下とし，和英両文の題目・著者名（所属名を 


